
京

浜

運

河

事

業

開

始

期

の

歴

史

相

浅

野

埋

立

事

業

と

の

関

連

を

中

心

に

は
じ
め
に

遠
浅
の
海
岸
と
起
伏
の
激
し
い
寄
州
千
潟
の
海
面
は
、
開
拓
に
は
適
し
て
い

る
も
の
の
、
沿
岸
通
行
の
船
舶
に
不
経
済
な
迂
回
と
遭
難
が
つ
き
ま
と
う
場
で

あ

っ
た
。
多
摩
川
と
鶴
見
川
の
こ
の
自
然
状
況
に
安
定
航
路
を
開
く
こ
と
は
、

横
浜
開
港
が
も
た
ら
し
た
国
家
的
課
題
の

一
つ
で
あ
り
、
維
新
政
府
も
明
治
八

年
工
部
省
に
よ
る
洋
式
灯
台
を
羽
田
に
設
置
し
て
い
る
。

京
浜
運
河
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
の
航
路
の
最
初
の
開
撃
は
、
鶴
見
川
河
口

の
横
浜
市
鶴
見
区

（
当
時
の
町
田
村
潮
田
）
か
ら
川
崎
市
川
崎
区

（
田
島
村
大

島
）
の
二
二
六
〇
間
の
防
潮
堤
と
幅
約
五
〇
〇
間
の
水
路
で
あ

っ
た
。

大
正
四
年
着
工
、
昭
和
二
年
末
完
成
し
た
こ
の
事
業
の
大
き
な
特
徴
は
、
浅

野
総

一
郎
の
約

一
五
〇
万
坪
の
公
有
水
面
埋
立
事
業
と

一
体
化
し
て
い
た
こ
と

に
み
ら
れ
、
こ
の
の
ち
の
京
浜
運
河
が
公
営
事
業
と
な
る
こ
と
と
性
格
を
異
に

し
て
い
る
。
本
来
、
私
的
埋
立
造
成
事
業
に
国
策
事
業
の
京
浜
運
河
開
撃
を
義

務
づ
け
、　
一
開
発
企
業
に
公
有
水
面
独
占
の
特
権
地
位
を
与
え
た
歴
史
像
に

一

市
民
の
問
題
視
角
を
ま
と
め
た
の
が
本
稿
の
意
図
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
い

さ
さ
か
で
も
寄
与
す
る
な
ら
幸

い
で
あ
る
。
な
お
、
紙
数
の
制
約
か
ら
多
く
の

問
題
点
を
提
起
に
と
ど
め
、
省
略
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

京
浜
運
河
問
題
と
埋
立
事
業
の
登
場

明
治
二

一
年
の

「
品
川
海
港
案
」
消
滅
後
の
東
京
築
港
問
題
は
、
明
治
三

二
年
六
月
東
京
市
議
会
が

「
築
港
案
」
を
採
択
、
帝
国
議
会
が
可
決
し
た
こ
と

か
ら

一
挙
に
再
燃
す
る
。
ま
た
、
二
九
年
竣
工

（
三
二
年
着
工
）
の
横
浜
港
修

築
事
業
が
東
京
築
港
と
関
連
し
な
が
ら
、
三
二
年
大
蔵
省
の
本
格
的
整
備

（横

浜
港
第

一
期
工
事
）
の
開
始
と
な
る
。
こ
の
二
つ
に
合
わ
せ
て
登
場
す
る
の
が

新

井

三
二
年
の
大
原
重
朝
、
山
川
善
太
郎
ら
を
発
起
人
と
し
た
京
浜
運
河
会
社
で
、

創
立
委
員
会
に
は
地
元
町
村
か
ら
の
代
表
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
水
路
開
発

は
吉
市
公
威
　
中
山
秀
三
郎

（
仏
人
ル
ノ
ー
設
計
）
案
に
よ
る
羽
田
芝
浦
間
開

菫
を
目
的
と
し
た
が
、
東
京
築
港
の
見
送
り
と
と
も
に
立
ち
消
え
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
全
国
的
に
も
地
方
開
発
の
柱
に
鉄
道
事
業
が
企
業
化
さ

れ
る
な
か
、
条
約
改
正
と
輸
入
増
大
を
む
か
え
た
横
浜
と
商
工
業
地
東
京

へ
の

交
通
、
輸
送
事
業
が
三
二
年
の
大
師
電
鉄
開
業
に
始
ま
る
京
浜
電
鉄
と
臨
海
理

立
事
業

へ
の
注
視
と
な

っ
て
具
体
化
す
る
。

明
治
三
二
年
鶴
見
川
河
口
の
町
田
村
潮
田
と
田
島
村
大
島
の
地
先
海
面
埋
立

が
東
京
実
業
人
た
ち
か
ら
出
願
さ
れ
る
。
こ
の
中
に
桂
首
相
の

一
族
や
元
書
記

官
な
ど
有
力
者
の
名
前
が
み
ら
れ
、
地
元
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
対
象
の
海

面
、
寄
州
千
潟
を
漁
業
借
区
と
し
て
き
た
町
田
村
と
田
島
村
で
は
、
同

一
海
面

の
埋
立
願
書
を
提
出
、
競
願
と
な
る
。
県
で
は
出
願
者
間
の
協
議
を
勧
告
し
た
後
、

地
元
の
上
申
や
議
決
を
う
け
入
れ
、
明
治
三
四
年
か
ら
相
次
い
で
地
元
出
願
者

に
免
許
権
を
認
可
す
る
。
こ
の
頃
に
は
東
京
築
港
が
断
念
さ
れ
て
お
り
、
出
願

者
の
投
機
的
な
姿
勢
も
後
退
し
て
い
た
。

し
か
し
、
申
請
期
と
認
可
期
の
間
に
地
元
内
部
で
の
事
態
は
急
変
し
て
い
た
。

田
島
村
の
三
出
願
の
う
ち
、
村
議
会
の
協
賛
を

へ
た
渡
田
地
区
、
他
の
二
部
落

と
も
当
初
賛
同
し
た
村
民
が
辞
退
し
た
と
い
わ
れ
、
町
田
村
で
も
同
様
の
事
態

か
ら
か
認
可
直
後
に
工
期
の
延
長
を
申
請
し
て
い
る
。
こ
の
原
因
に
は
京
浜
運

河
計
画
の
挫
折
や
農
産
物
価
格
の
低
落
　
戦
後
不
況
さ
ら
に
は
漁
業
区
域
と
の

整
合
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
決
定
的
な
要
因
に
は
明
治
三
二
年

（
一
九
九
〇
）

末
神
奈
川
県
が
県
指
令
七
二
号
で
施
行
し
た

「
公
有
水
面
埋
立
規
則
」
翌

一
月

の

「
同
施
工
規
則
」
に
よ
る
工
事
資
格
、
設
計
基
準
の
厳
格
化
が
も
た
ら
す
費

用
負
担
の
増
大
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

弘

-16-



同
年
六
月
内
務
省
土
木
会
の
設
置
し
た
港
湾
調
査
会
と
関
連
す
る
こ
の
規
則

で
は
乱
開
発
防
止
と
利
権
化
防
止
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
の
特
徴
を

一
、
事
業
資
格
を
完
成
能
力
資
本
と
し
た
事
…
慣
習
的
な
地
先
利
用
権
の
制

約
　
一
一、
護
岸
工
事
な
ど
に
近
代
的
工
事
規
準
の
採
用
　
‥
在
来
工
法
の
否
認

と
し
た
と
き
、
施
行
の
意
義
は
慣
習
利
用
を
優
先
し
て
き
た
海
面
開
発
を
、
国

家
の
法
認
を
と
う
し
て
、
開
発
資
本
に
委
ね
る
転
換
点
と
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
果
樹
園
経
営
な
ど
の
事
業
見
込
み
か
ら
着
工
し
た
出
願
者
た
ち
は
、

規
則
に
よ
る
工
程
順
序
と
造
成
規
準
に
よ
る
事
業
遂
行
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
郡
役
所
か
ら
の
工
事
督
促
、
出
願
人
保
証
人
の
追
加
、
資
産
調
査
な
ど
が

繰
返
さ
れ
た
の
ち
、
日
露
戦
争
中
の
三
七
年
七
月
田
島
村
で
は
期
限
切
れ
失
効

の

一
地
区
を
除
く
他
の
二
地
区
が
完
成
届
を
提
出
す
る
。
渡
田
地
区
の
造
成
地

は
三
八
年

一
月
の
村
会
で
の

「
申
開
決
議
」
を
付
け

「
大
字
若
尾
新
田
　
小
字

川
村
」
と
命
名
、
横
浜
の
銀
行
家
若
尾
幾
造
の
所
有
に
移
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、

明
治
四
五
年
日
本
鋼
管
佛
の
創
業
地
と
な
る

（
坪
数
約

一
二
万
四
千
）
。
ま
た

個
人
開
発
地
で
あ
る
大
島
新
田

（
約
六
万
六
千
坪
）
は
桃
果
樹
園
地
と
し
て
完

成
碑
も
建
立
さ
れ
た
が
、
の
ち
浅
野
セ
メ
ン
ト
佛
の
敷
地
と
な
る
。
田
島
村
の

埋
立
事
業
は
、
当
初
の
期
待
と
相
反
し
た
結
果
を
将
来
に
残
す
が
、
町
田
村
添

田
知
義
外
八
名
の
出
願
も
、
風
水
害
と
戦
後
不
況
か
ら
工
期
延
期
を
繰
り
返
し

た
の
ち
、
浅
野
出
願
地
に
併
合
さ
れ
る
。
田
島
の
完
成
者
は
三
二
丁
歩
、
貸
金

二
万
円
の
大
地
主
、
添
田
は
衆
議
院
議
員
に
二
回
当
選
し
た
豪
農
出
身
の
名
望

家
で
あ

っ
た
。

明
治
二
五
年
漁
業
組
合
法
公
布
に
よ
り
各
村
の
海
面
借
区
は
区
画
漁
業
免
許

制
と
な
り
、
営
業
人
組
合
は
漁
業
組
合
に
編
成
さ
れ
る
。
公
有
海
面
借
区
に
受

継
が
れ
た
根
付
村
の
慣
習
権
利
が
漁
業
組
合
の
区
画
漁
業
権
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

免
許
認
可
を
掌
握
す
る
府
県
の
権
限
を
強
め
、
こ
の
後
の
海
面
埋
立
権
と
の
競

合
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
地
先
海
面
の
慣
習
的
利

用
権
が
区
画
漁
業
と
埋
立
場
所
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
域
農
業
の
再
生
産

や
海
辺
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い
た
自
然
環
境
を
経
済
の
場
に
矮
小
化
す
る
こ

と
と
な

っ
た
。
こ
の
意
義
も
極
め
て
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
法
体

制
の
確
立
と
地
主
主
導
事
業
の
後
退
は
、
国
家
地
方
体
制
と
中
央
政
党
と
に
密

着
す
る
大
資
本
の
開
発
に
道
を
開
く
第

一
段
階
で
あ

っ
た
。

一
一　
日
露
戦
争
後
の
京
浜
臨
海
開
発
の
様
相

横
浜
港
周
辺
の
海
面
埋
立
に
よ
る
民
間
事
業
に
は
、
神
奈
川
町
地
先
に
明
治

三
六
年
出
願
三
八
年
認
可
の
免
許
権
を
も
と
に
設
立
す
る
横
浜
倉
庫
佛
が
あ
る
。

こ
の
事
業
は
部
部
政
友
会
の
村
野
、
青
木
ら
と
若
尾
ら
横
浜
財
界
人
が
、
八
王

子
を
起
点
と
す
る
横
浜
鉄
道
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
倉
庫
、
工
場
な
ど
の
敷
地

貸
与
業
を
目
的
に
創
設
し
、
着
実
な
業
績
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
重
役
会

が
専
務
村
野
常
右
衛
門
と
浅
野
総

一
郎
、
若
尾
幾
造
の
出
会
い
の
場
で
あ
り
浅

野
埋
立
事
業
の
動
機
と
も
関
わ
る
よ
う
に
思
え
る
。
「村
野
日
誌
」

と
こ
ろ
で
、
再
び
京
浜
運
河
が
問
題
と
な
る
日
露
戦
争
直
後
の
町
田
、
田
島

そ
れ
に
大
師
河
原
の
村
地
先
に
二
つ
の
事
業
計
画
が
登
場
す
る
。
三
九
年

一
〇

月
町
田
村
添
田
知
義
、
生
見
尾
村
関
口
昭
知
ほ
か

一
名
の

「
横
浜
大
師
河
原
村

運
河
事
業
」
と
二
九
年

一
一
月
提
出
の
村
野
常
右
衛
門

（南
多
摩
出
身
の
政
友

会
代
議
士
）
と
地
元
を
含
め
た
有
力
政
友
会
員

一
八
名
の
田
島
村
地
先
約
五
二

万
坪
の
海
面
埋
立
で
あ
る
。
前
者
は
鶴
見
川
河
口
か
ら
多
摩
川
河
口
の
大
師
河

原
村
ま
で
の
水
路
を
開
盤
、
両
側
の
理
立
地
を
水
産
、
農
業
地
、
住
宅
、
工
場

用
地
に
開
発
す
る
運
河
計
画
で
あ
る
。
こ
の
事
業
で
は
大
師
河
原
村
漁
業
組
合

並
び
に
村
議
会
と
事
業
者
の
間
で

「
為
替
契
約
書
」
を
結
び
、
両
者
の
協
議
を

基
本
に
開
発
を
す
す
め
、
事
業
責
任
が
明
確
で
あ
る
。
こ
の
事
業
案
の
そ
の
後

は
、
添
田
の
事
業
不
振
か
ら
み
て
会
社
結
成
に
至
ら
ず
、
消
滅
し
た
可
能
性
が
強

い
。
後
者
は
こ
れ
と
全
く
異
質
で
、
資
本
募
集
に
よ
る
養
魚
場
開
設
を
事
業
目

的
と
し
な
が
ら
、
組
合
幹
部
と
の
取
引
き
で
漁
業
権
を
消
滅
さ
せ
、
こ
の
の
ち

村
内
に
大
紛
争
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
神
奈
川
県
は
事
業
主
体
が
不
透
明
の

ま
ま
、
明
治
四
二
年
県
乙
第
二

一
五
〇
号
で
命
令
書
を
下
附
、
免
許
利
権
に
手

を
貸
し
て
い
る
。
出
願
者
た
ち
は
着
工
届
を
提
出
し
た
後
、
未
着
手
の
ま
ま
放

置
し
、
こ
の
後
の
浅
野
埋
立
事
業
の
柱
に
提
供
す
る
。

添
田
案
と
村
野
事
業

の
挫
折
の
事
態
を
日
露
戦
争
後
の
状
況
と
関
わ
せ
る
と

き
、
戦
後
の
強
兵
帝
国
像
と
国
民
経
済
の
破
綻
…
実
態
と
の
距
離
が
浮
か
び
上
が

る
。
そ
こ
に
、
政
策
課
題
の
遂
行
に
あ
た

っ
て

「
む
き
だ
し
の
特
権
」
を
付
与
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し
て
い
く
国
家
官
僚
と
そ
の
先
導
役
と
な
る
政
党
の
意
図
と
役
割
が
見
え
る
こ

と
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
横
浜
港
の
第
二
期
整
備
事
業
が
本
格
化
す
る

一
方
で
、
期
待
の

東
京
築
港
計
画
が
隅
田
川
河
口
改
良
事
業

（
二
九
年
着
工
）
に
縮
小
し
た
こ
と

も
あ

っ
て
、
こ
の
時
期
多
摩
川
水
運
の
利
か
ら
川
崎
町
に
は
、
相
次
い
で
大
規

模
な
工
場
が
進
出
す
る
。
工
場
制
工
業
の
発
展
に
新
た
な
立
地
条
件
が
選
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
民
間
重
工
業
の
創
出
と
も
関
わ
り
、
横
浜
港
か
ら

の
水
路
開
発
が
政
府
の
緊
急
課
題
と
さ
れ
る
背
景
と
な
り
、
京
浜
運
河
問
題
は

港
湾
整
備
事
業
の

一
環

に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

明
治
四
三
年
再
度
内
務
省
に
港
湾
調
査
会
が
設
け
ら
れ
、
港
湾
等
級
指
定
の

外
、
京
浜
運
河
計
画
の
審
査
に
も
あ
た
る
。
明
治
四
三
年
二
月
申
請
の
岡
田
治

衛
武
ら
の
京
浜
運
河
案
は
、
調
査
会
の
四
四
年
六
月
の
議
決
を

へ
て
八
月
に
事

業
免
許
と
な
る
。
予
定
水
路
は
陸
地
に
接
し
た
寄
州
を
開
撃
し
最
短
の
距
離
で

あ
る
が
、
運
河
幅
は

一
五
間
程
度
の
回
漕
水
路
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
の
京
浜

運
河
株
式
会
社
は
、
回
漕
業
者
の
不
況
な
ど
か
ら
未
着
工
の
ま
ま
推
移
す
る
。

し
か
し
、
明
治
四
三
年
か
ら
四
四
年
に
か
け
、
京
浜
運
河
事
業
が
現
実
化
し
た

こ
と
を
視
野
に
し
て
、
浅
野
免
許
取
得
の
時
期
的
特
徴
も
ま
た
明
ら
か
と
な
る
。

こ
の
免
許
取
得
申
請
は
ほ
ぼ
四
四
年
六
月
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〓
一　
浅
野
埋
立
事
業
免
許
の
取
得
過
程
と
事
業
意
図

未
完
成
の
町
田
、
田
島
の
海
面
免
許
地
に
新
た
な
免
許
地
を
加
え
、
水
路
と

錨
地
を
も

つ
単

一
造
成
区
域
と
し
た
の
が
浅
野
総

一
郎
の
埋
立
事
業
で
あ
る
。

明
治
四
四
年
六
月

「
村
野
日
誌
」
に
は
免
許
譲
渡
を
示
唆
し
た

「
渡
田
地
先

の
件
了
承
す
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
浅
野
の
頻
繁
な
横
倉
重
役
会
出
席
は
こ

の
後
消
え
る
。
浅
野
は
同
年
六
月
田
島
村
地
先
に
新
規
出
願
、
同
月
大
師
河
原
村

池
上
新
田
地
先
に
も
村
野
を
保
証
人
に

一
二
七
万
坪
埋
立
を
出
願
す
る
。
九
月
田

島
村
議
会
で
は

「県
諮
第
五
三
号
」
に

「
支
障
あ
り
」
と
回
答
、
大
師
河
原
村
で

は
同
村
議
会
を
先
頭
に
村
民
五
百
名
の
県
庁
陳
情

（
一
〇
月
）
も
ぁ

っ
て
か
保
留

と
な
る
。
こ
の
前
後
に
は
添
田
知
義
ら
の
免
許
権

（明
治
三
五
年
認
可
、
内
第

一
一
七
二
号
　
延
期
二
回
）
の
受
け
継
ぎ
も
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

翌
四
五
年

一
月
県
知
事
が
山
県
系
の
周
布
公
平
か
ら
政
友
会
の
大
島
久
満
次

と
な

っ
た
こ
と
か
ら
包
括
免
許
の
み
と
う
し
が
強
ま
り
、
二
月
資
本
金
三
五
〇

万
円
の
鶴
見
埋
築
会
社
が
創
設
さ
れ
る
。
同
年

一
一
月
二
七
日
付
で
大
島
知
事

は
田
島
村
に

「
浅
野
総

一
郎
出
願
の
意
見
答
申
」
を

「
土
収

一
四
五
」
で
追
る
。

土
地
収
容
法
の
適
用
を
示
唆
し
た
こ
の
強
制
に
、
村
当
局
は
二
つ
の
相
反
す
る

回
答
を
作
成
し
再
び
村
内
大
騒
優
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
年
末
に
は
七
〇
万
坪

の
新
規
申
請
が
だ
さ
れ
、
翌
大
正
二
年
九
月
全
体
を

一
つ
の
造
成
地
と
す
る
埋

立
免
許
申
請
を
共
同
出
願
で
提
出
、
認
可
を
待

つ
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
段
階
の
埋
立
事
業
案
に
は
後
の
京
浜
運
河
水
路
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
の
も
確
か
で
、
港
湾
調
査
会
の
修
正
に
よ

っ
て
整
合
性
を
も
つ
に

至

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
鶴
見
埋
築
会
社
の
事
業
と
認
可
ま
で
の
進
行
過
程

を
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
埋
築
会
社
の
創
立
…
明
治
四
五
年
二
月

（
『
横
浜
市
史
五
下
』

「
渋
沢
日

記
」
）
‥
大
正
三
年
四
月
日
本
鋼
管
工
場
と
セ
メ
ン
ト
エ
場
の
整
地
作
業
に
着

手
…
八
月
浚
渫
船
が
到
着

（
『
同
社
こ

と

『
同
沿
革
史
』

）
‥
鉄
道
の
測
量

開
始

（
「
横
浜
貿
易
新
報
」
）
‥
大
正
三
年
二
月
株
式
会
社
組
織
発
足

（修
正

案
に
よ
る
事
業
計
画
決
定
）
…
四
年
七
月
埋
立
事
業
第
七
区
よ
り
着
工
。

二
、
神
奈
川
県

へ
一
括
埋
立
出
願
‥
大
正
二
年
九
月
‥
港
湾
調
査
会
の
指
示
、

大
正
三
年
六
月
修
正
認
可
願
提
出

‥
四
年
七
月
認
可

（
『
川
崎
港
修
築
史
』
「東

亜
港
湾
資
料
」
）
こ
の
間
、
日
本
鋼
管
齢
と
浅
野
セ
メ
ン
ト
エ
場
は
大
正
三
年

と
六
年
そ
れ
ぞ
れ
操
業
を
開
始
す
る
。

大
正
三
年
九
月
五
日
県
知
事
に
提
出
さ
れ
た

「
神
奈
川
県
橘
樹
郡
田
島
村
及

町
田
村
地
先
海
面
埋
立
工
事
願
書
」
の
出
願
者
は
、
総
代
浅
野
総

一
郎
、　
男
爵
渋

沢
栄

一
、
安
田
善
次
郎
、
自
石
元
治
郎
、
大
川
平
二
郎
ら
浅
野
セ
メ
ン
ト
大
株

主
と
そ
の

一
族
さ
ら
に
貴
族
徳
川
家
二
氏
が
名
を
連
ね
る
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
あ

っ
た
。
造
成
地
が
浅
野
、
安
善
、
自
石
、
大
川
の
町
名
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

港
湾
調
査
会
で
は
同
年
の
運
河
法
施
行
も
あ

っ
て
、
こ
の
事
業
に
横
浜
港
域

と
東
京
水
域
と
の
整
合
性
に
た
つ
大
幅
な
変
更
を
指
示
し
た
と
み
ら
れ
る
。

修
正
内
容
は
三
年
六
月

一
日
付

「
海
面
理
立
工
事
変
更
願
」
で
知
り
得
る
。

「
工
事
設
計
中
防
潮
堤
を
埋
立
地
沖
合
五
〇
〇
間
に
出
す
べ
き
旨
、
御
諭
示
に
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候
処
、
再
応
調
査
の
結
果
別
紙
設
計
書
及
図
面
の
通
り

一
部
変
更
仕
候
…
」
と

原
設
計
の
防
潮
堤
の
位
置
と
規
模
の
変
更
を
認
め
、

「
説
明
書
」
で

「
西
南
方

に
向
い
し
六
九
〇
間
を
廃
し
埋
立
地
に
平
行
の
線
を
其
西
端
よ
り
更
に
西
に
向

い
て

一
直
線
に
四
六
〇
間
延
長
し
、
総
延
長
三
二
六
〇
間
の

一
文
字
堤
防
と
な

り
し
た
り
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

「
理
由
」
に
は

「
国
家
が
、
将
来
横
浜
港
湾

大
改
良
の
事
業
を
計
画
せ
ら
れ
る
に
当
り
て
は
本
防
潮
堤
よ
り
其
の
欲
す
る
処

に
延
長
し
、
又
は
更
に
防
波
堤
を
築
造
し
、
本
埋
立
地
と
横
浜
港
と
相
対
し
、

子
安
生
麦
地
先
を
抱
擁
す
る

一
大
港
を
築
造
す
る
等
、
自
由
に
適
当
の
計
画
を

立

つ
る
基
と
な
る
べ
し
と
信
ず
」
と
横
浜
港
の
将
来
像
に
関
わ
る
国
策
協
力
事

業
を
強
調
し
て
い
る
。
　

『
川
崎
港
修
築
史
』
四
四
―
四
七
頁
。

県
で
は
大
正
四
年
七
月
二
四
日
付

「
内
土
第

一
二
七
七
号
」
で
命
令
書
を
下

付
し
、
工
業
用
地
造
成
を
目
的
と
し
た

（第
二
条
）
橘
樹
郡
町
田
村
及
び
田
島

村
地
先
総
面
積

一
五
〇
万
千
七
百
九
坪
五
合
の
水
面
理
立
事
業
が
始
ま
る
。
尚

明
治
二
五
年
五
月

一
九
日
付
内
第

一
一
七
二
号
及
び
四
四
年
八
月

一
八
日
付
乙

日
第
二

一
五
〇
号
は
と
も
に
吸
収
さ
れ
る

（第

一
九
条
）
。

こ
の
変
更
に
よ
る
事
業
予
算
は
過
大
な
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
独

占
取
得
し
た
造
成
地
で
あ
る
が
故
に
、
利
潤
の
保
証
で
も
あ

っ
た
。
港
湾
調
査
会

委
員
の
広
井
勇
は
、
こ
の
事
業
が
先
進
国
の
よ
う
な
陸
地
買
収
を
伴
わ
な
い
こ

と
を
あ
げ

「
海
面
の
理
立
に
よ
り
て
地
積
を
得
る
も
の
な
れ
ば
埋
築
費
を
主
と

し
、
し
か
も
施
工
簡
単
に
し
て
其
利
得
す
こ
ぶ
る
多
し
」
と
土
質
と
工
場
用
地

の
特
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
事
実
、
埋
立
渡
渫
事
業
は
浅
野
事
業
の
そ
の
後
の

軸
と
な
り
、
世
界
大
戦
を
機
と
し
て
造
成
地
に
開
か
れ
る
造
船

・
製
鋼

・
窯
業

な
ど
と
共
に
、
浅
野
同
族
企
業
体
形
成
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
免
許
権
が
認
可

直
後
浅
野
個
人
に
切
替
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
特
権
免
許
独
特
の
性
格
と
事
業
独

占
の
姿
勢
を
改
め
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

浅
野
出
願
が
な
ぜ
四
四
年
に
始
ま
る
か
を
考
察
す
る
時
、
内
的
要
因
に
は
事

業
の
拡
大
転
換
が
焦
点
と
な
る
。
産
業
資
本
家
浅
野
の
特
権
事
業
で
あ

っ
た
セ

メ
ン
ト
事
業
の
発
展
に
原
料
資
材
製
品
輸
送
の
工
場
立
地
が
必
要
と
さ
れ
る

一

方
で
、
航
海
奨
励
法
の
適
用
を
う
け
た
東
洋
汽
船
の
不
振
が
問
題
化
し
た
の
が

四
三
年
で
あ
る
。
そ
の
打
開
と
拡
大
方
向
が
造
船
業
進
出
で
あ
り
、
日
本
鋼
管

創
立
も
そ
の

一
環
に
重
視
さ
れ
、
そ
の
他
に
工
場
、
倉
庫
用
地
の
需
要
が
見
込

ま
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
事
業
の
要
が
用
地
造
成
に
繋
が

っ
て
い
た
と
み
ら
れ

一る
。外
部
条
件
に
は
京
浜
運
河
事
業
が
現
実
化
し
公
有
海
面
免
許
取
得
の
展
望
が

整

っ
た
こ
と
、
水
力
発
電
地
か
ら
の
遠
隔
地
送
電
が
開
始
さ
れ
工
場
立
地
が
水

便
に
移
行
す
る
条
件
を
整
え
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

特
に
政
友
会
と
の
提
携
が
顕
著
な
の
も
時
期
的
特
徴
で
あ
る
。
浅
野
が
最
も

積
極
的
に
関
わ
る
事
例
と
し
て
、
横
浜
の
衆
議
院
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
が

あ
り
、
政
友
会
知
事
と
の
連
携
で
同
地
の
政
治
状
況
を
変
え
る
に
至

っ
た
。

四
五
年
の
衆
議
院
選
挙
で
は
若
尾
が
東
洋
汽
船
浅
野
の
支
援
に
よ
り
、
横
浜

最
初
の
政
友
会
代
議
士
と
な
る
。
同
年
創
立
の
日
本
鋼
管
の
社
長
は
自
石
元
次

郎

（
浅
野
の
女
婿
）

、
工
場
地
は
若
尾
幾
造
が
提
供
し
て
い
た
。

ま
と
め
に
代
え
て
‥
浅
野
埋
立
事
業
の
歴
史
像
を
め
ぐ

っ
て

上
述
の
出
願
か
ら
認
可
に
至
る
過
程
す
べ
て
を
省
略
し
た
の
が
昭
和
四
三
年

版

『
川
崎
市
史
』
の
浅
野
埋
立
事
業

で
あ
る
。
こ
の
基
本
資
料
は
伝
記

『
浅

野
総

一
郎
』
か
ら
引
用
さ
れ
る
。
疑
問
視
さ
れ
る
点
は
、
事
業
認
識
…

「
外

遊
の
際
の
見
聞
」

出
願
経
過
‥

「
明
治
三
七
年
と
り
あ
え
ず
県
に
埋
立
許

可
を
出
願
し
た
」
　

計
画
の
成
立
…

「
明
治
四

一
年
大
々
的
埋
立
事
業
を
決

心
し
た

（
こ
こ
で
修
正
認
可
の
運
河
事
業
を
あ
げ
）
理
想
的

一
人
工
業
地
を

建
設
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
ま
た

「
大
正
二
年
八
月
事

業
に
着
手
」
の
曖
味
さ
も
問
題
と
な
る
が

「
こ
の
地

（
臨
海
地
域
）
を
第
二
の

浅
草
と
す
る
‥
父
の
抱
負
」
の
実
像
に
も
触
れ
て
な
い
。

川
崎
大
師
と
総
持
寺
が
あ
る
に
せ
よ
、
新
設
の
セ
メ
ン
ト
エ
場
に
は
深
川
工

場
の
降
灰
除
去
装
置
が
な
く
、
操
業
開
始
以
来
こ
の
地
域
を
降
灰
汚
染
地
に
変

え
た
の
が
実
像
で
あ

っ
た
。
利
益
優
先
に
徹
し
、
住
民
や
県
の
改
善
勧
告
を
無
視

し
続
け
た
こ
の
浅
野
事
業
に
当
時
の
新
間
が
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
た
の
が
歴
史

的
事
実
で
あ
る
。
浅
野
の
卓
越
し
た
先
見
性
と
安
田
の
協
力
を
美
化
し
た
編
纂

伝
記
書
を
歴
史
資
料
と
す
る
に
は
、
裏
付
け
資
料
に
よ
る
慎
重
な
扱
い
が
前
提
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と
さ
れ
よ
う
。

こ
の

『
市
史
』

の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
埋
立
出
願
当
時
の
公
害
企
業
進
出

に
反
対
す
る
動
向
や
セ
メ
ン
ト
被
害
の
実
情
を
無
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。
市
史

刊
行
期
の
川
崎
で
は
、
企
業
公
害
の
広
が
り
か
ら
環
境
や
景
観

へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
企
業
開
発
と
住
民
の
歴
史
的
な
関
係
が
問
わ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
の
住
民

運
動
の
な
か
に
、
地
域
の
将
来

へ
の
先
見
と
予
感
が
潜
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

現
在
臨
海
地
の
川
崎
市
民
に
共
存
す
る
海
は
な
い
。

Ａ
使
用
し
た
参
考
文
献

・
引
用
資
料
∨

「
添
田
家
文
書
」

「
橘
樹
郡
開
墾
理
立
出
願
関
係
書
類
」

「
神
奈
川
県
公
示
公
告
」

「
東
亜
港
湾
関
係
資
料
」

「
村
野
日
誌
」

『
村
野
常
右
衛
門
伝
』
所
収

『
横
浜
貿
易
新
報
』

『
京
浜
公
害
関
係
史
料
集
』

浅
野
総

一
郎

『
父
の
抱
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